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 日本損害保険協会四国支部高知損保会（会長：海野雅敬・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、高知

支店長）では、2022年高知県が人口10万人当たりの交通事故死者がワースト3位になったことから、高齢

者の交通事故減少を目的として、高知県警と連携して反射材付き高齢者事故防止チラシを作成しました。 

9月16日(土)に高知県警察本部にて反射材付き高齢者交通事故防止チラシの贈呈式を行い、海野高知損保

会長から、高知県警察本部室津康博交通部長に対して、「高齢者の交通事故が減少するよう、多くの方に交通

事故防止に有効とされる反射材を付けていただきたい」との挨拶のもと、反射材付き高齢者交通事故防止チ

ラシ5000セットを贈呈いたしました。室津交通部長から、「高齢者交通事故防止のため、あらゆる機会を通

じて活用したい」との謝辞がありました。 

その後、JR高知駅で同チラシを用いた街頭啓発活動を実施しました。 

当日は高知県で活動している高齢アイドル「爺-POP」も参加され、多くの方に反射材の活用が推進できま

した。 

当支部では、引続き警察等と連携し、交通事故の低減に向けた取組みを推進して参ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県警と反射材付き高齢者交通事故防止チラシを作成 

～高知県警交通部長に啓発チラシを贈呈し、街頭啓発活動を実施～ 

贈呈式の様子：海野損保会長（左）と室津交通部長 高知駅にて反射材の取付けを推奨 



 

＜高知県警と作成した高齢者交通事故防止チラシ＞ 

   

 

*チラシは以下のURLからチラシ(PDF)をダウンロードできます。 

https://www.sonpo.or.jp/news/branch/shikoku/2023/230929_chirashi.pdf 
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